
第2回検討委員会の検討テーマ（レジュメ）

テーマ 想定される論点

機能

○新たな総合体育館に求められる機能

（参考︓「⼤規模スポーツ施設の在り⽅検討委員会提⾔書」（H30年2⽉）抜粋）

●スポーツ振興の拠点としての機能
◇スポーツを「する」視点
◆年齢，障害の有無等に関係なく，県⺠誰もがスポーツに親しむ施設としての機能
◆多様なスポーツ競技の開催が可能な施設としての機能
◆各種の全県的競技⼤会が会場を分散せず開催でき，⼤会運営の効率化が図られる機能

◇スポーツを「みる」視点
◆国際・全国レベルの競技⼤会やプロスポーツの開催ができる機能
◆上記開催を通じ，⼀流のアスリートの競技を間近に観戦できる機能

◇スポーツを「ささえる」視点
◆多くの県⺠がスポーツに興味を持ち，理解を深め，スポーツに関わる機会につながるようなスポーツ
文化を発信する拠点としての機能

◆教育機関等と連携したスポーツを支える人材育成の機能

●多⽬的利⽤による交流拠点としての機能
◆スポーツにとどまらない，コンサートやイベントなどの開催を通じて，スポーツをする人もしない人も，
また，様々な年代の人々が集まり，交流することができる場を提供する機能があることが望ましい

●その他

○上記機能の割合（バランス），稼働率，利⽤者数等

（参考︓需要予測調査結果（抜粋））

○その他活⽤⽅法

利⽤割合（ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ） 稼働率（ﾒｲﾝ） 利⽤者数(施設全体)

ｽﾎﾟｰﾂ利⽤ 概ね76〜87%
うち，ｽﾎﾟｰﾂ⼤会 43〜51%

県⺠利⽤ 30〜35%
ﾌﾟﾛｽﾎﾟｰﾂ 2〜 3%

多⽬的利⽤ 概ね13〜24%
うち，ｺﾝｻｰﾄ 7〜15％

その他ｲﾍﾞﾝﾄ 7〜 9％ 79〜94% 概ね28〜41万人
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テーマ 想定される論点

規模
・

構成

○メインアリーナ，サブアリーナ，柔剣道場，弓道場など，各施設構成毎の競技
面数や観客席の規模

○想定される施設全体の組み合わせパターン

（参考︓需要予測調査結果（抜粋））

○その他，諸室・設備等

●諸室

●天井髙

●空調，衛生環境

●動線

●Wi-Fi環境

●地球環境やユニバーサルデザインに配慮した施設整備

●⽴地に応じ想定される災害に対応できる施設整備

最⼤収容
人数（ﾒｲﾝ）

競技面数

ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ ｻﾌﾞｱﾘｰﾅ 柔剣道場 弓道場

①今回仮置きした条件 8,000人 ﾊﾞｽｹ４面 ﾊﾞｽｹ1面 各3面 近的12人
（遠的可）

②ｱﾘｰﾅの面数を変更
（ﾒｲﾝ︓4⇒3 ｻﾌﾞ︓1⇒2） 8,000人 ﾊﾞｽｹ３面 ﾊﾞｽｹ２面 各3面 近的12人

（遠的可）

③ｻﾌﾞの面数を変更
（1⇒2） 8,000人 ﾊﾞｽｹ４面 ﾊﾞｽｹ２面 各3面 近的12人

（遠的可）

④③から柔剣道場の面数を変更
（各3⇒各2） 8,000人 ﾊﾞｽｹ４面 ﾊﾞｽｹ２面 各２面 近的12人

（遠的可）


